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20世紀初頭米国ク リー ブラ ン ド公立学校 に おける問題行動 か ら

　　　　　　　 学業不 振 ・精神薄弱 へ の 分化 過程

中村　満紀男

　20世 紀初頭 、公 立学校が 確立す る 過程で 行動 や心 身に お い て 逸脱 した生 徒 へ の 対応

が 学業不振や 精神薄弱へ と分化 して い く過程 に つ い て 、ア メ リ カ合衆 国ク リーブ ラ ン

ド教育委員会の 意 図 と政策 に基 づ い て 検討 した 。 最初 の 対応 策 として非行児の 特殊学

校 を創設す る こ と に よ っ て 、教育委員会 は 、 就学義務 の 実効化、非行生 徒 の 社会的脅

威 の 防止、ア メ リ カ社 会へ の 同化を意図 した 。 1910年代初 め に なる と、非行 の 原 因と

して 精神薄弱が 着 目され る と と も に 、知能検査 に よ っ て 学業不振 の 原 因 と して精神 薄

弱が 同定 され た 。 こ うして 、非行 と学業不振 は 、 知能検査 の 導入 に よ り精 神薄弱 にお

い て交差 する こ とに な っ た 。 しか しこ の 知見 は、教育 的 ニ ーズ に 対応 した教育的措置

に は 必 ず しも結 び つ か な か っ た が 、こ の 背景 に は 、学齢者 の 急増 に よ る教育環境 の 悪

化等 もあ っ た。

キ
ー ・ワ

ー
ド　精神薄弱　非行　ク リ

ー
ブ ラ ン ド公 立学校　知能検査　20世紀初頭

1．問題意識 と本論 文の 目的

　 （1）障害児教育の 現状に 関する問題 意識

　今 日 、 国際的な 潮流 とな っ て い る イ ン ク ル
ー

シ ブ教 育で は 、障害の あ る子 ど もに対 して 通常

教 育の 場 を中心 と しなが ら、彼 ら の 特別 な教 育

的 ニ ーズ に対応 した適切 な教育 をど の ように 設

定 した ら よ い か が 基本的 な課題 とな っ て い る 。

それ に対 す る確 た る 解答は ま だ 示 さ れ て は お ら

ず、現 在の 段階で は、障害の 種類や程度をは じ

め、教 育的 ニ
ーズ の 充足の 方法や教育の 最終的

な ゴ ー
ル に 関する考 え方等 に よ っ て 、 さま ざま

な解答 が事例的 に提 示 され て い る 状況 にあ る 。

今後、障害児教育 の 目ざす べ き方向が イ ン ク ル

ーシ ブ教育で ある こ とは、共生社 会 とい う理念、

教育サ
ービ ス を受ける 当事者の 希望、経費問題

等の 観点か ら して 明瞭で あ るが 、そ の 方向性の

具体化は今後 の 課題 とな っ て い る 。

　 近年 の 特殊教育 か らイ ン ク ル ーシ ブ教育 へ の

筑波大学大学院人 間総合科学研究科

転換に際 して 浮か び上 が っ た 重要な論点 は 、通

常教 育 や ピ ア そ して コ ミ ュ ニ テ ィ や 親 との 関

係 、教育経費問題 、ス テ ィ グ マ 等で あ っ た 。 イ

ン ク ル ーシ ブ教育 （論）は、こ れ ら の 要素か ら特

殊教育 を否定的 に評価す る うえ に 成立 して い る

の で あ るが 、イン ク ル ーシ ブ教育が障害 生徒 を

通常教育か ら排除す る機能を果 た した と して 厳

しい 批 判 を加 えて きた 主 な標 的 は、 コ ミ ュ ニ テ

ィ に 設置 され、障害の な い 子 ど もと時空 的に共

在 した公立 学校特殊学級 に対 し て で あ っ た 。

一

方で 現代 の 英米等 の 先進国で は、公立学校 へ の

障害の ある 就学者数が 寄宿制 障害児学校 へ の そ

れ を大幅 に上 回 っ て い る が 、公立学校通常学級

にお け る フ ル ・
イ ン ク ル ー

ジ ョ ン 的対応が 障害

児 に と っ て 現 実に必ず し も有益 で な い との 知見

もある 。

　 （2）ア メ リカ合衆国特殊学級史研究の 意義

　 こ の よ うな イ ン ク ル ーシ ブ 教 育論 の 問題 点

は 、そ の 理 念 を実現す る 方法が過度 に単純化 さ

れ て い る点 にある が 、そ の 問 題 の 源 の
一

つ は歴
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史的洞察の 軽視で あ り（中村 ・岡 ，
2005

， p．19，24−

25，29）、特殊教育 に対す る 否定 に ある 。 こ の よ

うな状 況に対 し て 、従 来の ア メ リ カ特殊学級史

研 究は 、 必ず しも十分 に対応で きて い なか っ た 。

そ れ は 、 特殊 学級設置 の 前段階で ある行動 と心

身状態の 逸 脱 に対 する 対応 か ら、障害 に 対す る

主 な対 応 で あ る 特 殊学 級 の 設 置 とそ の 展 開 ま

で 、公立学校 の もつ 逸脱 の 受容 と排 除の 両義的

な機能 に着目 して 、 公 立 学校 内 に 設置 され た特

殊学級が 果 た して きた歴史的役 割 を検討 して こ

なか っ たか らで ある 。 上 記の イ ン ク ル ー
シ ブ教

育 へ の 転換に お い て 浮上 し た 、イ ン ク ル
ー

ジ ョ

ニ ス トが 提起 した前述 の 諸論 点は 、特殊学級が

成立 し、存続 し、変容 した 過程 で生 じた論点で

ある こ とを想起す れ ば、特殊学級 の 発端 と展 開

に 関す る 検討 は 、特殊学級史研究 に お い て もイ

ン ク ル ーシ ブ教育 へ の 連続 ・不連続 を分析す る

うえで も、不 可 欠 な研 究課題 で あ る と思 わ れ

る 。

1〕

そ れ ゆ え、公 立 学校 に お ける 障害児 へ の

主要 な対応方法 で あ っ た特殊学級 の 教育的位置

の 歴 史的究明は 、現代 の 障害児の 教育に対 して

も重 要な示唆 を与 え て くれ る と 思 わ れ る 。

　 ア メ リカ 合衆国 の 都市公立学校に 開設 され た

通学制 の 特殊学級 （day　specia ユ class ．以 下、通学

制 の 特殊学校 ［day　special 　school ］を含 む）は 、19

世紀末以 降 、 各州で 就学義務が 実効化 され る に

したが い 、都市の 公立学校制度内 に 設置 され る

ようにな る 。 ほ とん どすべ て の 子 どもが公立学

校 に 通学す る よ うになる段 階にお い て 、 学業や

行 動が
一

定基準か ら見て何 らか の 逸 脱 を示す生

徒 が多数現 れ る よ うにな り 、 公 立 学校 は それ に

対する 政策的 ・教 育的対処 を追 られ る こ とに な

る 。そ の ような対応が 制度化 され る 20 世紀初頭

に なる と、総称 と して の 特殊学級 と い う名称が

必 要 となっ て くる の で ある 。

　 しか し、特殊学級 開設 の 経緯は必 ず し も
一

様

で は な く、創設前 か ら確立 され た学級構想が 統

一的に あ っ た わけで もな か っ た 。 また特殊学級

は 、障害や 逸脱の 種類 に よ り、あ る い は設置時

期 や 人 口 等の 社会的背景 に よ っ て 、開設 の 理 念

と運営 に は差異が あ り、 試行錯誤 的な対応が な

さ れ た と い っ て よ い が
2 ］

、州 当局 が 管 轄 す る

精神薄弱学校 等の 寄宿制 ・収容制 の 障害児 の教

育 ・訓練機関 （residential 　schools 　or 　institutions）が

設置 されて い な か っ た州で は 、障害児 に対 す る

専 門的教 育機関は、特殊学級 と して 公立学校 の

なか に初 め て 出 現 した の で ある 。

　 しか しなが ら、特殊学級 の 全体像 は もちろん 、

正 確 な数 的推 移 も、機 能の 実態 とそ の 変化 も 、

部分 的 に しか 明 らか に な っ て い な い 現 段階 に お

い て 、
一

挙 に全 国的 な特殊学級の 調査 ・研 究 は

困難で ある 。 それ ゆ え、19世紀末の ア メ リ カ特

殊学級 史 の 最初 期か ら特殊学級が 整備 され る段

階 まで
、 ある程度資料的 な裏づ けが 可 能 な都市

を事例 的 に 選 択 し て 、特殊 学級 の 創始か ら展

開 ・変容 まで を検討 し、それ を蓄積 して い くこ

とが 、 差 し当た り研 究手続 きとして 必要 な状況

で ある 。

　 （3）研究の 対象 と目的

　小論で は 20 世紀転換期 の オ ハ イ オ州ク リーブ

ラ ン ド市公立学校 を舞台 に して 、心身や 行動 の

逸脱 の 発生 と対処 に 焦点 を当て て 、特殊学級が

い か な る意図で 成立 し 、 い か なる様 相 を示 して

展 開 され た の か 、その 意味 は何 か に つ い て検討

する 。 本研 究で 対象 とす る 都市 は 、オ ハ イ オ州

有数 の 都市、州北部 に位置す る ク リ
ー

ブ ラ ン ド

で ある 。 同市 は ア メ リ カ の 大都 市に み られ る公

立 学校 の 発展過程 を示 す典 型 的 な都 市で あ っ

た 。 産業の 発展 、 人 口 の 急増 、 移民 の 流入 とい

う背景 の 下 、良質の 労働力の 育成 と社会の 秩序

維持 とい うプ ロ グ レ ッ シ ブ の 唱導に よ り、ク リ

ー
ブ ラ ン ド公 立 学 校 の 改 善 が 行 わ れ た

（Randall）。 1915 年 に ク リ
ーブ ラ ン ド財団 （the

Cleveland・Foundation）調査 委員会が 、 25に及ぶ

ク リ
ー

ブ ラ ン ド の 学校 ・教育調査
’V

を行 っ た の

はそ の
一

環 で あ る。

　 ク リ
ー

ブ ラ ン ドは、公 立 学校特殊学級の 創設

と展開 にお い て も ア メ リ カ 国内で 主要 な位 置 を

占め て い る 。 ユ9 世紀末 か ら 20 世紀初 め に か け

て 、障害児 の み に 限定 さ れ な い 広範な種類の 特

殊学級が 開設 されたが 、なか で も視覚障害や肢

体不 自由の 特殊学級 は全米 をリ
ー

ドす る こ と に
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な る 。 上 記の ク リ
ー

ブ ラ ン ド財 団に よ る 公立学

校調査の
一

つ は 、 「特殊児童の 学校 と学級」 に

関 して で あ っ た （Mitchell；Merrill，　p．68）。 1920年

代 に は 、ク リ ーブ ラ ン ドの 特殊教育の 範囲 は 、

感覚障害お よび病弱 、境界線級か ら英才、英語

未修得、過齢 、非行等 を対象 と し、早期適応 の

た め の 職業教育 に まで 及 ん で い た 。

　なお 、 小 論は歴 史的研 究で ある た め に、精神

薄弱等の 歴 史的表現 を用 い て い る
。

2．ク リ
ーブラ ン ド公 立学校の 数的拡大 と 「ア

　メ リカ」化 へ の 統制

　 （1）クリーブラン ド公立学校 に おける就学者

　　数の 増加 と就学義務の 強化

　 ク リ
ー

ブ ラ ン ドは、人口 が 19世紀末か ら劇的

に増加 した こ とで （表 1）、公 立学校制度 もまた、

そ の 機能 とプ ロ グ ラ ム の 設置 に対 し て 大 きな影

響 を受けた 。 と りわ け 1900年代 に は 、 各種 の 特

殊学級 また は それ に 類す る教育組織 を設置 した

（表 2 ）。 最初の 特殊学級が 設置 さ れ た の は 州就

表 1　ク リ
ーブラ ン ド市 の 人口推移 （1870−1930）

年 1870 1880 1890 1900　　　　　1910　　　　　　1920 1930

人 口 92，829人 160，146261 ，353381 ，768　1560，663　　　796，841900 ，429

httP：／fphysics．bu．eClu广redner ！projects！pepulation！cities ／cleveland ，htm1

表 2　 ク リ
ー

ブ ラ ン ド公 立学校 にお ける特殊学級の 開設 （1910年代 まで）

1876 非 区分学校創設

1893
通学制聾学校開設 （校名 は 1923年まで Day　School　for　the　Deaf、そ れ 以 降 はAlexander

Graham　Bell　School）。学業不振学級、20学級開設 （Mitchel1，　p．11）

1898
オハ イオ州議会、都市教育委員会 に 対 して聾学校運営 の ため の 補助 開始。こ れ以降、細

部 にお い て 修正

1901
ク リ

ーブ ラ ン ドに 移民子弟 を対象 とす る 移民児童学級 を初 め て 試行 的 に設置 。 1914 − 15

年度 まで に 18学級、404人 に拡大 （MitchelL　p．13）

1904　1ク リ
ー

ブ ラ ン ドに精 神薄弱 特殊学 級 開 設

1907

て ん か ん学級を創設、10人が在籍 。 1914− 15年度で は 11人が 在籍 したが 、そ の大半は 移

民 で 来米 した ば か りの 子 ど もで 、4 人 だ けが て ん か ん児、 7 人 は 「非区分」児

（Mitchell，　P．13）。

1908 肢体不 自由学校創設 。 1914 − 15年度 で 90名在籍

1909

盲学級 開設 。 1914 − 15年度 で 48人 が 在籍 。 初等職業学校創設 。 8歳以上 で 6学年 に な っ

た学業 に 遅 れ の な い 子 どもが 対象だが 、学業不 振 の 子 どもが 本校 の 重荷 とな っ て い る。

1914− 15年度 で 232 人が 在籍 （Mitchell，　p．14）

　　　1＿
　　　

1
尸 外学級 を 開設。1915年春 に 8学級、218 人が 在籍 （Mitchell ，　p．15）1910

19ユ3 視力保存学級 開設

1917 トラ コ ーマ 学級 開 設

出典　Cleveland　Public　Schools，　Annual　Report　of 　the　Board　of 　Education ；Mitchel1
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学義務法が 1877年に実施 され る前年の 1876年で

あ り、ク リ
ー

ブ ラ ン ド の 人 口 が 増 加 しは じめ る

始 点に 近 く、ク リ
ーブラ ン ドの 人口 の ピー

ク で

あ っ た 1925年時点で は、初等学校 とジ ュ ニ ア ・

ハ イ
・

ス ク
ー

ル か ら構成 され る特殊学校 は 、 聾

学校 の ほか に 、 肢体不 自由、結核 、 トラ コ ーマ

に加 えて 、 職 業関係が 2 校、矯正 関係が 男子 2

校 、女子 2 校の 計 11校が設置 され た 。 初等学校

特 殊学 級 は 、盲 、視力 保存 、言語矯 正 、境 界

線 一好機 （opportunity ）、外 国人、高 IQ 一英才、

精神薄弱、戸 外 、過 齢、就 学前の 各学級が 、 ジ

ュ ニ ア
・ハ イ ・ス ク

ー
ル の 特殊学級 で は、盲 、

視力保 存、職業、過 齢 、 第 7 ・8 学年混 合の 学

級が 設 置 され て い る （91st　AR ，ユ928，　p．15−16）。

d

ク リ
ー

ブ ラ ン ドの 特殊学級等 の 特徴 は、国内で

公立 学校制度 が確立 した時期 に設 置 さ れ た こ と

と学級 の 整備 と質の 高 さ にあ っ た が 、 同時 に 、

一
部の 特殊学級で は い わ ゆ る dumping と推測 さ

れ る現象 もみ られ た （むすび参照）。

　19世紀末 の ク リ
ー

ブ ラ ン ド公 立 学校 は
、 就学

者数の 増加 と就学期 間の 長期化が 顕著に み られ

た （表 3 、表 4 ）。 こ の 変化は 、人 口 の 増加 に伴

う学齢者 の 増 加 に よる もの で は あ っ たが 、公立

学校制度が専任 の 係 官 を配置 して 怠学 を取 り締

ま り、公 立 学校 へ の 就学 を督促す る こ と に よ っ

て も生 じた 現象 で あ っ た 。 また 、 しだ い に ハ

イ ・ス ク ール 段 階 へ の 進学者 の 割合 の 増加 （表

7 参照）と 日 々 平均通学数 の 向上 も進 行 し、公

立 学校 へ の 就学者 の 増加 とい う量 的側面 だけで

な く、公立学校にお ける在学お よび通学期 間の

長期化 と い う質的 な 改 善 も み られ る よ うに な

る 。

　こ の よ うな動 向は 、就学者 を教区学校 や私立

学校 か ら徐 々 に公立 学校 に集中 させ る市教育委

表 3　学童推定数 と学籍登録数お よび割合の 推移 （1892−1904）

年 18921893189418951900 　 　 　1901 1902 1903 ユ904

学童 推 定数 82，966入 84，95887 β8791 ，453106 ，543　 109ρ47110 ，027112 ，785114 ，522

登 　録 　数 39，813人 41，95344 ，0024 ＆57658 ．1・5 …59，6351 ・・，・6・ 62，87466 ，526

登 録の 割合 48 ％ 493 50 53．11 　 54　 54．6　　 55
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　55．7
．

58

59th　Annual　Report （1895），p．35 ；68th　Annual　Report （］904）， p．79−8Q，

表 4　通年通 学者 の 割合 の推移 （1875−1902）

年　　　　 18751876187718781879 　 18801881 ：1882
　　　　　1

1883　 18841885
…
18861887

通 年通学 者 の 割合 　 26．7％ 27．029 ．832 ．925 ．2　　30．0269 …29・630 ．6　　30．829 ・9
…
30・929 ．4

年 189018911892 　 1893189418951896189718981899190019   11902

通 年 通学 者 の 割合 ．26．936 ．633 ．7　 　36．637 ．5
　　　　i35

．241 ．1
　　　　　543

．840 ．042 ．440 ．639 ．641 ．8

59th　Annual 　Report （1895），p．35；68th　Annual 　Repor ［ （1904），p．79−80，

表 5　登 録者 に占め る公立学校等の在籍者の割合

年　　 　 187018741878 　 　 18821886 ［18911895
公 立 学校　 139 ．4％ 38．442 ．3　 　 40．744 ．1　 147 ．453 ．1

教区学校 18．6％ 16．8182 　 118 ．0
一．

一．一一
18．2　 ．

　 　 ？ ？

私立学校 4，3％ 2．8　 　 2．9　　 2．4 …　 3．2　　　 ？ ？

51st　A   ual 　Repo苴 ，　p．35；57th　Annual　Report，　p ．30；59th　A   u 組 Report，　p．35．
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員会の 方針 に よ っ て 、よ り効果 を上 げる こ とが

で きた 。 就学者 の 設置形態別 にお ける公立 学校

就学者の 割合 に示 される ように （表 5 ）、 教区学

校 へ の 就 学者の 割合 は 18−19 ％ 台 を維持す る も

の の 、私 立学校 へ の 就 学者 は 4 ％ 台 か ら 29 。 台

へ 減 じて い る 。 し か し、公 立学校 へ の 就学者総

数が 増加す る こ と で 、公立学校 へ の 就学者数 は

17年間で 倍増す る ほ どの 勢 い で あ っ た （1870年

29，517人 、
1887年 64．550人 ）。

　公立学校へ の 就学者の 割合 と数が増加 する こ

とは 、公 立 学校教育の 政 策が ク リ
ー

ブ ラ ン ド社

会 に と っ て 、 よ り重 要な位置 を 占め る よ うに な

っ た こ とを意味す る 。
つ ぎに 述 べ る よ うに 、教

育委 員会 の 努力が単純 な就学機会の 拡大 で は な

く、公立 学校 の 秩序 を
一

定 の 方向 に確 立する こ

と に向け られ た の は 、そ の よ うな政策の 成果 の

一例 で あ っ た 。

　 〔2）公 立学校振興策の趣 旨と しての アメ リカ化

　就学督促 と公 立 学校 中心 と い うク リ
ー

プ ラ ン

ド市教育委員 会に よ る 、公 立 学校 へ の 就学者増

加策の ね ら い は ど こ に あ っ た の で あろ うか 。 オ

ハ イオ州就学義務法 は、身体 または精神の 能力

に欠 ける子 ど も以外 の
518 − 14歳 の 子 どもに対

して 、公 立 学校また は 私立 学校 に年20週 以 上通

学 し、うち10週 は連続 して 通 学す る こ とを義務

づ けて い た 。また、英 語の 読 み書 きが で きな い

14歳 以 上 、16歳未満 の 子 ど も に は通常の 英文が

書 ける よ うな教育 を要求 して い た 。 1890年の 州

法改正 に よ り、 8 − 16歳 の 子 ど もの 通 年通 学が

義務づ け ら れ て お り、実際 に怠学係官 1 人 に よ

る調査 ・訪問 ・告訴 が 実施され て い た 。 また 、

14歳以 下 の 子 ど もの 雇用 は基 本的 に法律違反で

あ り、 保護者 と雇用主 に 対す る罰則規定が あ っ

た （56　th　Annual　Report，
1891

， p．81−82）。

　 こ の よ うな公立 学校 へ の 強力 な 就 学督促は 、

「学校 が生産す る もの は精神 と性格 で あ り、 よ

き市民の 礎石 」 （53 「dAR
，1889，p，99）で あ り、

「教育 が 『聡 明 な 市民 に 不可 欠 』」 （57th　AR ，

1893，　p．23）で あ る とい う、
い わ ば伝 統的な市民

教 育に 関す る信念 に基づ い て い た 。 しか しこ の

よ うな方針 の 対 象 と具体 的 な 内容 を分 析 す れ

ば、聡 明 な 良き市民 や そ の 礎石 の 実体 が 明 らか

とな る 。

　 1891年 に は 、 州就学義務法 の 趣 旨が 英語の 習

得 で あ り、英語 に よ る 読み 書 き算数 と ア メ リ カ

合衆国史で ある こ とが教育長 に よ り示唆 され て

い た （55th　AR ，1891，　p．82）。 また ク リ
ーブ ラ ン ド

市教育委員 会は 、通常 の 公 立学校 プ ロ グ ラ ム 以

外 に も夜間学校を開設 して 成人 の 移民 に読み書

き算だ けで な くア メ リ カ 史を教育 した り （57　th

AR ，1893，　p．75）、コ ロ ン ブ ス の 日等の 行事 を利

用 した りして （57　tl’　AR ，1893，　p．77）、移民に対 し

て ア メ リ カ へ の 帰属意識 を高め る努力 を して い

た 。
こ れ らの こ とか ら、ク リ

ーブ ラ ン ド公立 学

校 に お ける 聡明な 良 き市民や その 礎石 形成の た

め の 教育 とは、基礎学力の 形成や社会適応 の た

め の 教育だ けで は な く、Americanizationとい う

同化 も目 的に含 まれ て い た とい え よ う。 また、

1870年以 後 に ク リ
ー

ブ ラ ン ドに居住 した外国人

が東 欧 ・南欧か ら流入 した い わ ゆ る 新移民で あ

っ た （Miller ＆ Wheeler ，1990，　p．82−83）こ とを考

えれ ば、Americanization の 対象 は 、良 きア メ リ

カ市民 としての 精神
・
性格を育成 するた め の 伝

統的な教育信念 とそ れ に基づ く育成環境 に欠 け

る新 移民で あ り、 そ れ は 、 成人学級や 夜 間学校

に み られ る よ うに 学齢 の 移民 だ けに 限定 され た

の で はな か っ た 。

　 その よ うな ク リ
ーブ ラ ン ド市教 育委員会 の 努

力 に もかか わ らず、同化政策の主対象で ある貧

しい 外国人 居住 区で は、1910年代初 め にお い て

も女 子生 徒 に 対 す る 教育不 要論 が 堅固 で あ っ

た 。 そ れ に対 し て 、市教育委員会が 、20歳 ま で

に 結 婚 し た 移 民 女子 子 弟 に 対 し て 継 続 学 校

（c 。 ntinuation 　school ）で 行 うべ きで ある と した教

育内容 には 、主婦の 教 養として の 家庭 科だけで

な く、移民女子が ア メ リ カ で 生 ん だ子 ど もた ち

に対する ア メ リカ の 習 慣 ・風 習 の 指導 も明記 さ

れて い る （76　th　AR ，1912，　p．12−13）。 こ の こ とは、

移 民お よ びそ の 子弟 に 対す る ア メ リ カ社会へ の

同化が 、 1910年代初 め に お い て もク リ
ーブ ラ ン

ド公立学校教育 の 課題 と して 教育委員会 に よ っ

て 認 識 され て い た こ と を示唆する
。
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3．怠学問題 と学業不振 ・行動の 逸脱 へ の萌芽

　的対 応 と しての 「非 区分 学校 」（1876）お よ

　び収容制 矯正学校の 開設

　（1）「非区分学校」の 創設

　「記 録 し て お くの に値す る で き ご と」 と して

報告 され た 「非 区分 学校 （unclassified 　 school ）」

は 、1876年 3 月 、 市内東地 区 （east 　side ）に開設

され た 混合学年の 学校 で あっ た （40th　AR ，1876，

p．IO5）。本校 は 、 公 立学校 に お ける 規律 や秩序

にお け る 「問題」 が どの よ うに分化して い くの

か 、 そ し て それ が 障害 、と くに精神 薄弱 と結 び

つ き、い くつ か の 特殊学級 ・特殊 学校 に分類 さ

れ て い くの か を示す好個 の 事例 で ある 。

　それで は 、こ の 学校の 何が 、記 録 し て お くの

に値す る ほ ど画期的 で あ っ た の だ ろ うか 。まず

「非区分学校」 の 対象 で あ る が、そ れ は 、教 区

学校 ・私立 学校 ・公立 学校 に通学 せ ず街頭 を う

ろ つ い て い る 男子生 徒 で あ っ た 。また 、 公 立 学

校 に就学 は して い る が 「そ の 影響が 級友に 有害」

で あ っ た り、「適切 な学校活動 を乱 した り、妨

げ た りす る」少数 （1893年 で 49 人 。 57th　AR ，

1893，p．74）の 男子 生徒 で あ り、 通常 の 「規律 の

手段 に よ っ て も矯正 で きない （incorrigible）」生

徒 で あ っ た 。 「非 区分」 と は 、初等段 階
b 〕

の 学

年所属 の 区分 を しな い 混合学年で あ っ た が 、行

動と学業にお ける問題 を区別 しない で 入 学の 対

象にする と い う こ と で もあ っ た 。 した が っ て 本

校は 、行動 また は （お よ び）学業 にお い て 顕著 な

逸 脱 を示 した 多様 な生徒 に対す る学校 で あ っ

た 。

　それで は、こ の 非区分学校 の 対象 とな る 生徒

は ど の 程 度 の 数が想 定 さ れ て い た の で あ ろ う

か 。 教 育委員会が 想定 して い る本校 の対象者は
、

就学 して い な い 怠学 ・不就学 の 子 ど もと就学 し

て い るが 学校運営 に 妨 げに なる子 どもの 二 種類

に分 け られ る 。 前者 の 子 どもが ど の よ うな状態

に あ る の か を推定 してみ よ う。1894年 の 怠学担

当官報告 に よ れ ば 、怠学調査件数 は 2
，
206件 で

あ り、その 内訳 は表 6 の 通 りで あ っ た （58th　AR ，

1894，p．189）。

　 こ の な か で 教育 委 員会 が 問題 に して い る の

は 、全件数 の ほ とん ど を占め る 「怠学 また は不

就学」関連 件数で あ り、彼 ら に 対 し て 家庭 訪 問

と警告書 に よ っ て就 学 を督促 し て い る 。 そ れ と

同時 に 、矯正困難 な生徒 は州立 矯正 学校 に 、就

学督促 に応 じない ケ
ー

ス で は裁判所 に提訴 する

と い うよ うに、矯正 可 能群 は説得 （2，071 件 ）と

法的措 置 （33件）に よる公 立学校 へ の 復帰、矯正

表 6　 ク リ
ー

ブ ラ ン ド公立 学校怠学調査 （1894）

14歳 で 就労 の ため退学 36人
　　　　　　　　　　　　　　　　．

市外 へ 転居 29

身体 的 ま た は精神的 に 就学す る資格が な い 5

家庭 が な い 13

家族が 貧困の た め 就労 i　 12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

学校へ 就学させ る た め 親 を 告訴　　　　　　 1　　 8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

学校へ 就学 させ る た め 非行者 （生 徒）を告訴 25

怠学 と犯 罪 の た め 州 立 矯 正 学校 へ 委託 7

怠学 また は 不 就学 と判 明 し、学 校 へ 復帰 させ る 2，071

合　　計 2
，
206

58th　Annual　Report，1894，　p．189．
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困難 な者 は矯正機関へ の 移送 （7 件）に よ る公 立

学校か らの排除 とい うよ うに、問題別 に方法 を

使 い 分 けて い る 。 1894年の 公 立 学校初等課程登

録者数 41，514人 の うち、15，568人が通年通学者

に な るか ら （表 4 お よび 7 参照 。 59th　AR ，1895，

p．35）、そ の 中の 約 13％ を占め る常習的な 怠学者

また は不 就学者 へ の 対処 は、教育委員会 に と っ

て義務教育制度運営上必 要な課題 で あ っ た し、

ま もな く述 べ る よ うに
一

般 の 教 師 と 生 徒に と っ

て 効果 もあ っ た。

　 よ り重度の 非行児の 送 致先で ある州立矯正 学

校 へ の 措置 は 7 人 と少 数で あ っ た が 、 そ れ は 、

対象児が 極限 され て い た か らで は な い よ うで あ

る 。 非 区分学校 を創設 した 1876年 に すで に 、 第

2 学 区担 当 の 教 育 次 長 は 、市 内西 地 区 （West

Side）に も同種の 学校増設 を勧告 して い る （40th

AR ，1876，　p．105−106，145−146）。 こ の こ とは、非

区分 学校 の 教育的効果 に対 する期待が 大きか っ

た こ と を示す と と も に 、 過密 で あ っ た州立矯正

機関の 代 替 また は それ よ り も程度 の 軽 い 非行生

徒 の 矯正機 関 と して の 性格 も付与 され て い る こ

とを示 して い る 。

　 教 育委員会 が問題 に して い る 第二 の グル ープ

で ある 、就学 して は い る が 学校運営 の 妨 げに な

る子 ど もは、数的に は上述 の ように 1893年で 49

人 と少数で あ っ た 。教育委員会 は なぜ 、こ の よ

うに少数 の 生 徒へ の 対処 を課題 と認 識 した の で

あろ うか 。 それ は 、 少数 とは い え 、 周囲の 生 徒

を堕落 させ る 力が ある こ れ ら の 生徒 に費 や され

る 「教 師の 時間 とエ ネル ギ
ー
」 と 「年少児や 弱

い 子 ど も」 に 対す る彼 ら の 「横暴 な習慣 や暴力

的 な気 質」 は、公立学校 が効果 を あげる うえ で

無視で きな い 問題で あ っ たか らで あ っ た 。 そ の

た め
、 非区分学校に こ れ ら の 生徒を移す こ と で 、

教 師 の 時間 と エ ネ ル ギ
ーを

一
般 の 生徒 に与 え、

年少児 と弱 い 子 ど もを彼 らか ら保護す る こ と

が 、本校開設 の 目的で あ っ た 。

　 公立 学校 に お ける 規律 の 水準 に つ い て 、非区

分学校 を開設 して 約 10年後の 1880年代 末 には 、

教育長 は 完全 な満足感 を表明 し て い る 。 そ れ に

もか か わ らず、教育長 は 「矯正で きな い 生徒 に

しば しば遭遇 す る」こ とに言及 して い る 。 そ し

て 、 説諭 ま たは懲 戒等 の 指示 を依頼する 照会書

類 の 様式
ア ’

が 規定 され た こ とは、該当する生徒

がある 程度存在 して い た こ とを示唆する 。 生 徒

の 規律に問題が あるか否か の 基準 は、もっ ぱ ら

教員 か らみ た評価 と改 善に基づ く、他 の 生徒 に

対 す る有 害性 で あ っ た （53 「 dAR
，1889，　p．99−

100）。

　 ク リ
ーブ ラ ン ド市教 育委員会 は、

一
方で 学校

に お ける 規律化 と秩 序維 持 を 強化 す る と と も

に、他 方で 義務教育 を促進 し、怠学防止 を強力

に進 め る こ とに な る 。1891年度 に お け る 怠学

770 件 の うち 、 生 徒 の 自宅 訪 問 は 762件 あ り、

初 め て 学校に 就学 した生徒数は 126件、街頭等

か ら 自宅 に戻 され た 生徒 は 131件、州 立矯正 機

関に措置 された者が 26 件、怠学生徒 の 雇用者数

が 53件、告訴 32件 で あ っ た（55　th　AR ，　1891，p．82）。

こ の こ とは、親 と雇用 者 に対す る義務教育 の 意

義の 周知 徹底 と実行、悪質な ケ
ー

ス に対す る 法

的 ・矯正 的措置 に よ っ て 、公立学校 の 規律化 の

促進が 図 られた こ と を意味す る。そ れ を示 唆す

る の は 、 怠学立 件数の 増加 で あ り、 1893年に は

1
，
236件 、1894年 に は 2

，
242 件へ と急増 して い る

（57　tl　AR
，
1893

，
　p．23 ； 58　th　AR

，
1894

，
　p．18）。

　 それで は非区分学校 は、通常 の 公立 学校機 能

を保護 し、問題 の 生徒 を排 除する こ とだけ を考

えて い た の で あろ うか 。 教 育委員会 は、本校の

教育的意味や 問題 生 徒の 背景等 も認 識 は して い

た の で あ る 。 教 育委員会 は
、 通常 の 公 立 学校か

ら彼 らを排除 して 本校に 集中す る こ とを本校の

本 旨 とは し て お らず、彼 らを学校 か ら放 逐 し、

街頭 に 追 い や る こ とは最悪 の 手段 で ある と考 え

た 。 問題 の ある 生徒 すべ て を学校 と教育 か ら排

除する こ とが 義務教 育の 空洞化 を招 くこ とは論

理 的必然 で あ っ たか ら、教育委員会が 自ら、学

校教 育の義務化 とそ の 社会 的役割を遂行 して い

くうえで 、 学校教育の 効力 の 例 外を設 け る こ と

は政策遂行上望 ま し くなか っ た の で ある 。

　 また 、興味 ある こ と に、ク リ
ー

ブ ラ ン ド市教

育委 員会 は 、怠学生 徒 に対 する 学校か ら の 排 除

と い う措 置が ス テ ィ グ マ を付与 する こ と も認識
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して い た G とい うの は
、

“
unclassified 　school

”
と

い う実体 が掴 み に くい 学校 の 名称 に つ い て
、

「で きる だけ 不快 な名称 に しな い 」 （40th　AR ，

1876，p．105）こ とを教 育長が意図 した うえの で

選択で あ っ た か ら で ある 。

　それ で は こ の よ うな委員会 の 意 図は 、 どの 程

度実体化 され て い た の で あ ろ うか 。そ れ に は、

伝統的 な規律維持 の 方法 と して の 体罰 に対 す る

評価か らみ て い く必要が ある 。 1890年代 末、教

育長は 体罰 を 3 年前に廃止 して い る が、実際 に

はか な り前 か ら行 われ て い な い し、教 師 自身自

ら体罰 を止 め て い た こ とを明言 し て い る 。 と こ

ろ が 、1890年代前半の 非区分 学校 に関 する報告

で は、体罰が 以前 は許 され て い て 、一
部 の 学校

で は ひ ど い 体 罰 が し ば しば行 わ れ て い た が、

1892年12月か ら は 止 め て い る と して い る 。

　重要 なこ とは、そ の よ うな 低 レ ベ ル の 規律状

態が 、非区分 学校にお ける指 導の 環境あ る い は

条件 と連動 して い た こ とで あろ う。元 来、本校

の 趣 旨は、対象 の 生徒 を よ り獣的 に した り、堕

落さ せ た りす る の で は な く、彼 ら の 徳性 を喚起

し、将来 の 利益 と自尊心 に訴 えて 、 規律 問題 が

改善 され れば通常学校 に復帰 させ る こ と に あ っ

た 。 に もかか わ らず 、 本校 は現実 に は教室が劣

悪 な状態で 荒れ 果て て お り、理想的 な男 子教 員

像 と し て の 「頼 りになる男 ら し くタ ク トに あふ

れ た」教師が 不足 し て い る 現実の もとで は 、本

校 は 「単 な る 拘留 や懲 罰 の 場」に 陥 っ て い て 、

状況の 改善 も困難で あ っ た の で ある 。 翌年 も教

育長は、本校の 状態は 「ま っ た く満足で きない 」

と評価 した 。 約 20 年間続 い た 通学制非区分 学校

で は、ス テ ィ グ マ の 回避 は達成 で きず 、 教 育効

果 も上 が らなか っ た の で ある 。 それ ゆ え、教育

長 は 1894年度 に は 本校 を 5 校か ら 3 校 に 減 らす

方針を示 し （57　th　AR ，1893，　p．74−75 ；58　th　AR ，

1894，p．79−80）、 新 しい 政策 に転換す る 。

　教育長 は非 区分学校 の 失敗の 原 因 と して 劣悪

な指導条件 を指摘する と と もに、怠学生 徒 が発

生 する 背景 と して 家庭環境 に問 題 が ある こ と を

指摘 して い る （40th　AR ，1876，　p．106）。 しか し、

シ カ ゴ で見 られた よ うな社会事業的 ア プ ロ
ー

チ

に よる改善に つ い て は と くに言及 して い な い 。

　 （2）寄宿制矯正 学校へ の転換 と精神薄弱の発見

　 こ う し て ク リ
ー

ブ ラ ン ド市教育委員会教 育長

は、1894年、矯正 困難 な男子 生徒 に対す る対策

につ い て 、こ れ ま で の 短時間 の 通学制で は な く、

寄宿 制 の 非区分矯正 学校 を創設す る こ とを提案

した
。

こ の 学校 は、刑罰 的で な い 寄宿制の 矯正

教育機 関 で あ り、監督 ・訓練 ・教育を家庭 に代

わ っ て 身支度か ら衣服 ・食事 まで 教 育す る こ と

に よ り、公立学校 の 良 き秩序を こ の 矯正 学校 に

お い て も維持 し よ う と した の で あ る （58th　AR ，

1894，　p．79−80）。こ の 方針 は 、「有用 な仕事の 指

導 と市民 と して の 訓練」 とい う目的が追 加 され

て 、教育委員会 に よ っ て も 「遅 滞な く直 ちに 実

施 す べ き」 こ と と し て 支 持 さ れ た （59　
th
　AR

，

1895，p．22−23）。

　教育長 は 、通 学制 非区分矯正 学校 に よ る こ れ

ま で の 教育 で は 対象生徒 に悪習 を習得 さ せ 、犯

罪者 に訓練す る よ うな も の で ある と し て 、具体

的な改善案 を実施 した 。 第
一

に 、教員配 置 を改

め 、こ れ まで の 3校 、男子教員各 1名配 置か ら

2校 、 男女教員各 1 名配置 へ とし 、 高い 資質 を

もつ 教員 と した 。 第二 に、行動 に問題 が な い 生

徒に は、完全寄宿 で は な く自宅 に戻 っ て 夕食 を

と る こ と を報酬 と し て 認 め た 。 第三 に 、通常 の

公立学校へ の 復帰 と社 会 にお け る調和 的生活 の

実現 を目標 とした 。 教師の 任務 は 、通常学校 へ

の 復帰 と 良 き市民 と して の 資格 の 芽 を生徒にお

い て 育成す る こ とで あ り、社会 に対す る 彼 らの

敵対心 を解消 し、社会 と の 協力心 を育成す る こ

と で あ っ た 。 したが っ て 、教 師に求め られ た の

は、「体罰で は な く真実の 指導」 で あ っ た （59血

AR ，1895，　p．71−74）。

　 そ れ で は
、 寄宿 制非 区分矯正 学校の 成果 は上

が っ た の で あ ろ うか 。 20世紀 に 入 っ て 、就 学者

の 増加 に伴 っ て 東地 区は登録生徒数 107、教 員

数 3 、 西地区は登録生徒 数 46、教員数 は 2 に増

加 したが 、実際 に本校 で 教育 を うけ る生徒数で

あ る 日 々 平均通学数は 東地区 37人 、 西 地 区 15人

に過 ぎなか っ た （68th　AR ，1904，　 p．78）。要す る

に、肝心の 収容対象 とな る べ き生徒 が 学校 に 入
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20世 紀初頭 米 国 ク リ
ーブ ラ ン ド公 立 学校 に お け る 問 題 行動 か ら学業不 振 ・精神薄弱へ の 分化過 程

学 しなか っ た の で あろ うと思 わ れ る 。 教 育長 の

下層家庭 に対する懸念 は、次の よ うに 20 世紀初

め に な っ て む し ろ増幅 して い た に もか かわ ら

ず 、 教育委員会 に よ る対応策は 実効性 に 乏 し か

っ た の で ある 。

　最 も頑強 な怠 学 の ケース は 男 女 を問 わ ず、親 が 街頭

　 を 徘徊す る こ と を許 し て お り、子 ど もに 対す る親 の

　務め を果 た して い なU   その 結果、子 ど もた ち は 親

　 に 対す る愛 と尊敬を失 っ て 白宅 を 離 れ、野宿す る よ

　 うに な り、まもなく、荒 々 し く訓練 の 欠如し た野 生

　 の 動物 の ように な る （68　th　AR ，1904，　p．93）。

　1910年代 に 入 る と、本校 の 対象生徒の 本質に

と っ て 重要 な問題 が解 明 され る 。 そ れ は 、矯正

困難 の 大 きな部分の 理 由に つ い て 解明の 手 が か

りが得 られ た とい うこ とで あ っ た 。 上911−12年度

に は 本校 の 在籍数は 285人 に急増 した 。 教育 長

は 、 多 くの 生 徒が 遵法的 な生 徒 に な っ て 学区 に

戻 っ た こ と、ユ4歳に な っ て 多 くの 生徒が 就労許

可証 を得 て 退学 した こ と、矯正 が よ り困難 な少

数の 生徒 が州立 矯正 機関 に 送 られ た こ とを成 果

として指摘 して い る が 、285 人の うちか らお そ

ら くこ れ ら の 退 学者 を 除 い た男 子生 徒 131 人

が 、 ビ ネー
シ モ ン 知 能尺度 に よ っ て 精神 薄弱

（defective）で ある こ とが 判明 した の で ある。 こ

の こ と に つ い て 、教 育長 は 「（矯正 困難 な多数

の 生 徒 の 存在 と い う
一

引用 者）わ れ われ の 状態

の 説 明に手がか りとなる 発見」で あ る と高 く評

価 した （77th　AR ，1912，　p．10）。

　 しか し矯正困難 な多数 の 生徒が存在 し続けた

こ とは 、事態が 好転 して い なか っ た もの と思 わ

れ る 。 と い うの は 、 怠学 にお け る非行関 連 の 記

述 に は変化が なか っ た か ら で あ る 。 1904年の 怠

学担当官報告 に よれ ば、非行生徒 の 家庭 訪問 の

延 べ 数が ユ2，254回、非行 生徒 に 対す る書面 で の

通知が 2，579件 、少 年裁判 所 に召喚 され た生徒

数が 249人、州立 ・市立 の 矯正機関 へ の 入所 が

40 人 で あ っ た （68th　AR ，1904，　p。92）。こ の よ う

な事態 に あ っ て 、 非行生 徒 にお け る精神薄弱 児

の 存在 は、非行原 因の 説 明 と非行者の 措 置 に お

い て は、
一

時的 に せ よた しか に光 明を与 える も

の で あ っ た 。

　怠学担当官 は 、怠学 ＝非行 対策 の 具体策 とし

て 、 16歳以下 の 子 ど もに対す る就 労許可証 で あ

る 「年齢 ・学校教 育証 明書」が 有効で ある とす

る 。
こ の 証 明書 の 発行 申請 には、子 ども 自身が

記 入する こ とが 必要で あ っ た。そ の た め 、こ の

証明書 は ほ とん ど教育 を受け て い な い 生徒 に は

簡便 な英語 の テ ス トに な っ て い た の で ある 。 そ

こ で 怠学担 当官 は、 こ の 許可書記載 の 水準 を 、

簡単 な書類 作成 力で は な く、生活上 必 要 な知 識

と技術 を得 る程 度まで 高め れ ば、就労 を必要 と

す る生 徒 は そ の よ うな教育 を必 要 とす る た め

に 、 公 立 学 校 に 戻 っ て くる と い うの で あ る

（68th　AR ，1904，　p．95）。

　 し か し新 た な問題 も発生 す る。公 共市場 の 近

くの 不潔 な場所 に 多数の 子 ど もが 生 活 して い る

こ とが判 明 した 。 彼 らは荒 々 し く堕落 して い た

か ら、通常 の 学校 に入学 させ る こ とは不可能 と

考 え られ た の で 、こ れ らの 30−40人 を対 象 とす

る特 別学校 （an　exceptional 　schoo1 と も表記 さ れ て

い る ）を設置 した 。 彼 らは
一

言 も英語 を話 せ ず、

文字 もほ とん ど知 らず、学校の 規律 も及ぼなか

っ た 。 落胆す る 日 々 が続 い た後 に 、彼 らは読み

書 きがで きる よ うに な っ ただ けで な く、従順 に

か つ 反応 を示す よ うに な り、情緒 的 な改善 も見

られ た 。 また、愛国歌 も学び、そ の 言葉 や音楽

に よ っ て 感情 も動 く よ うに な っ た 。 そ の 結果 、

教育 長は 、こ の よ うな状 況が続 けば、彼 ら の 大

半 は尊敬 すべ き市民 に なる で あろ うし、 こ の よ

うな教育 の 機会が な けれ ば、社 会の 平穏 と安全

の 脅威 と な っ た で あ ろ う と評 価 し て い る （58 匸h

AR ，ユ894，　p．81−82）。教育長 は、公立学校教育 の

可 能性 を 、 移 民、教育 の 機会 と工夫 、識 字教育 、

社 会適応 力お よび 同化 と対照 させ て 例 示す る の

で ある が、当然の こ となが らその 可能性 は 、 重

度の 矯正 困難 生徒 は 州立 施設 に 送 ら れ た よ うに

無 限定で は な い 。精神 薄弱 の 生徒 に対 して も、

公 立学校教育 の 可 能性 の 適用対 象か否か は、 い

ずれ提示 され る こ と にな る 。

4 ．「落 第生 」へ の 言及 （1894 ）と 「学業不振」

お よび 「精神薄弱」に 分 化 した特別 な 事業 の
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（1）落第生徒 に対 する新 しい 計画

中村　満紀男

　以上の よ うに 、行動 と 心 身 に お ける 逸脱 の う

ち、怠学問題 に おける非行 は ク リ
ーブ ラ ン ド公

立 学校の 公式報告に お い て 早 くも19 世紀第 4 四

半期か ら問題 と して 取 り上 げ られ 、試行錯誤 的

な対 応が 実施 され て きたが 、生徒間にお ける 能

力や 学力 の 差異 とそ の 関連 問題が 言及 される の

は、 19世 紀末 に な っ て か ら で あ る 。 そ れ は
、

1894年、教育長報告 にお い て 「落第生徒 （slow

pupils）に 対す る新 し い 計画」 と して 提案 され る

（58th　AR ，1894，　p．69−75）。

“
slow 　pupils

”
は学業

不振 に よ る 落第生 徒 で あ っ た 。 落第を課程制の

学年別 学校 にお け る古 典的問題 と み る ク リ
ー

ブ

ラ ン ド市教育長 は、ユ892年 12月か ら 、 試験 に よ

らず教師の 判断 に 基づ く新 し い 進級制度 を導入

して い た 。

　 こ の 制度の もと で は 、 進級 で きなか っ た生 徒

は 、上 級学年 の 教室 に は入 る が 、そ の 学年の 正

規 メ ン バ ーと は な らず、彼 らだ けで 集団 を編 成

し、下 の 学年の 上 級部 を形成 した。教師 は こ の

集団 に特別 な配慮を して 、落 第した上級 学年 の

学業に つ い て い け る努力 を払 っ た 。 他方 で こ の

上級部 の 学業に つ い て い け る下級 学年の なか で

学業が進 んだ生 徒は 上級部 に 移 され る 。

　こ の 計画 の 成 果 は つ ぎの よ うな もの で あ っ

た 。

● 落第者 5，285人 の うち 、1，939 人 が 上 級 部 在 籍 か

　 ら正 規 に 上 級学年 に 年度内に進級 した 。

● 666人 は 上 級部 で 勉強 して も有益 で な い こ とが 分

　 か っ た の で 、下 の 学年 に 「降格」 とな っ た 。

● 残 りの 者 は 年度末 に 上級学年に進 級 した が 、160

　 人 は 再 度 同 じ学 年 の 上 級部 に 留 ま り、 数百人 は

　 学校 を去 っ た。

　重 要な こ とは、 5 千人 を超 える 落第者 の 進級

を妨げる原 因が 調査 され た こ と で ある 。1，600人

の 原因は 不 規則 な通学 に よ る と推定 され た 。 う

ち 1，006 人 は 病気 、 484人 は親 の 無 関心 、 110人

は貧 困で あ っ た 。 精神 薄弱に よ る と推定 された

の は 95人 、聾や 近視等 の 身体欠陥 は 163人 だ っ

た 。 学業 に 専念 する力が 欠け て い る た め に他 の

生 徒 よ りも学業が 遅れ た生徒は 1
，
994人、準備不

足 の た め の 遅 れが 892人 、未成熟 ゆ え の 遅 れが

721人 であ っ た 。

　 こ うして 1890年代半 ば に は 、落第あ る い は学

業不振 の 原 因 が 追 究 さ れ 、分 析が 加 え られ た 。

学業不振等 の 原 因 に は 、身体欠陥 と病気や精神

薄弱が ある こ とが認識 され る ととも に 、子 ど も

の 原 因以外 に環境 的な原 因が あ る こ とが教育委

員会にお い て 問題意識 とし て 成立 して い た の で

あ る。

　 （2）学業不振児学級 にお け る 個別的指導 と知

　　 能検査の 導入

　 1903年春 に、20以 上 の 校舎 に パ ー
トタ イ ム の

学業不 振児学級が 設置 され、同年度 内の み 維持

さ れ た
。 対象生徒 は、学業不振 と病気 その 他 の

理 由で 学業が 遅れ た 生 徒で あ っ た 。 担当者 と し

て選抜 され た教 員は学年が 異な る 15 人以 下 の 生

徒集 団 を受 け持 っ て、生徒 の 不得意教科を個別

的 に 指導 した 。 生徒 は 、 自分 の 学校 に も場 を も

ち 、 通常 の 学級に参加 した 。 そ の 結果、こ れ ら

生 徒 の 知的能力 は 目覚め て 、向上 心 も覚醒 し、

それ まで 分か らな か っ た事柄 を理解 しは じ め た

とい う。

　教 育長 は 、 学業不振生徒 に対 する小集団で の

指導 は つ ぎ の 三 つ の 成果 が あ っ た と主 張す る

（68　th　AR ，1904，
　p．37−38）。

　  多 くの 生徒 は進級す る こ とが で きて
、 学校

　　 で の 時間を節約する こ とがで きた。

　  生徒 は 自分 の 知的能力 をおそ ら く初め て 意

　　 識 し、 自信 を もつ よ うに な り、 その 結果、

　　 自恃心 を もつ よ うに な っ た 。こ れは 、よ り

　　 重要で、貴重 な成果で あ っ た。

　  自分 の 考 え を他者 に表現 する勇気 と力 を得

　　 た 。 これ が成功 した の は、校長の 協力 と優

　　 秀 な教員 の 選抜 、親の 支持が あ っ たか らで

　　 あ っ た 。

　学業不振 児学級 で は 、 多 くの 生徒 で 成果が 上

が っ た とい うだけ で 詳細 は不 明で ある が、成果

が上が らな か っ た生 徒 もい た は ずで あ り、そ の

な か に学習全 体 に お い て永続的 に学業不振の 子

ど も、すな わ ち精神薄弱児が 含 まれ て い たで あ
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20世 紀初 頭米国 ク リーブ ラ ン ド公立学校 に お ける 問題行動 か ら学業不振 ・精 神 薄 弱 へ の 分 化過程

ろ う と思わ れ る
。 そ の 意味で は 、学業不振児 の

学級 が 精 神薄弱特殊 学級 の 源 で あ る と もい え

る 。 その 結果 、翌年の 1905年度には 4 校に精神

薄弱 （知的欠陥）学級 が 開設 され 、 1学級 当た り

生徒数 の 上 限は 14人 に設定 され た 。 教員 4 人 の

うち 2 人 は州立 精神 薄弱施設 か ら選抜 され た 。

年度内 に延べ 58 人が 在籍 し、少数の 生 徒は通常

学級 に復帰 した 。特殊学級 で の 指導 に よ っ て 精

神 薄弱児は 「顕著 な進歩」 を示 したが、それは

「親や 教師 が可 能 と考えて い た よ りも大 きな能

力 と知 的力 を示 した」 た め に 、 翌 年度は さ ら に

4 校 に特殊学級が 開設 され 、新た に 州立精神薄

弱 施設 か ら 4 人 の 教 員 を 雇用 し た （69　
th

　AR ，

1905，p．82−83）。

　 1911−12年度 の 教育長報告で は 、 1，281入 の 選

択 さ れ た 子 ど も に ビ ネーシ モ ン 知能尺度 に よ る

検査 を行 っ た結果が 、下記 の ように報告 され て

い る （76th　AR ，1912，　p．5−6）。 こ の 1，281人 の 生 徒

が ど の よ うに選 抜 され た の か に つ い て の 記述 は

な い が 、 結果か ら考えて 、各公立学校 の 学業不

振児か らの 選抜で あ っ た と思われ る 。

　　 白痴 と低い 痴 愚 （40）　中 度 と高 い 痴 愚 （140）

　　 低 い 程度 と中度 の 魯鈍 （267）

　　 高 い 程度 の 魯鈍 （22）　 3年 の 学業の 遅 れ （281）

　 　 2 年 の 学業 の 遅れ （275）

　　 1 年の 学業の 遅 れ （213）　 正 常 （41）

　 　 正 常以上 （2）

　 注 目 され る の は、こ れ ら生徒 の措置で あ っ た。

こ の うち 131人 は男子 学校 （非区分学校）、275人

は市 内中に 設置 され て い る特殊学級 に措 置 され

た 。 そ れ 以外 の 大多数は元 の 学業不振学級 に残

る こ と に な っ た 。 以上 の 学校 と学級 は、運営上 、

特殊学校 と い う総称が 与え られ て い た 。

　 1910年代前半 にな る と、教育長 の 認識 で は 、

精神薄弱特殊学級 の 価値が、全体 と して 認識 さ

れ る よ うにな っ て い る し、彼 ら を選 抜 し 、隔離

し、分 類す る必 要性 も十分 に理 解 されて い る 。

特殊学級 へ の 精神 薄弱児 の 措置 は、指導的観点

か ら彼 ら本人 に も正常児 に も有益 で あ る 。 精 神

欠陥ゆ えの 学業不振 と劣悪 な環境 ゆ えの 学業不

振 を区別 したうえで 、精神薄弱児 は分離 した特

殊学級 で 扱 うべ きで あ り、よ り重度 の 精神薄弱

児は通常学校で は な く、州立精神薄弱者施設で

世話すべ きで あ っ た （76　th　AR ，1912，　p．6−7）。

　同 じ第 68教育長年次報告 （76　th　AR ，1912，　p．30−

31）に よ る と、学業不振 （backward ）児学校が秋

学期 に 4 校 、生徒数 ll9人、冬 学期 に 3校 、生

徒数 72人 、春学期 に 2 校 、生徒数 54人 とな っ

て い る 。 他の 障害児の 特殊学級は学期 ご との 記

述 は な い か ら 、 そ れ ぞれ の 学期ご とに学業不振

児学校 が 開設 され た も の で あ り、 学期 ご との 生

徒数 の 減少 は、進級 した か精神薄弱学級等に 移

籍 した結果で あ ろ うと思 われ る 。 また こ の 学業

不 振児 学校以外 に 、特殊学級 よ りも重度 の 生 徒

を対象 とした と思 われ る精神薄弱 （defective）者

学校が 19 校あ り、総 在籍 数 275 人、教 員 工8人

（校長 を除 く）で あ っ た。

5．む すび

　ク リ
ー

ブ ラ ン ド市公 立 学校 に お ける行動や 心

身の 逸脱 へ の対応 は 、 19世紀末 、 人ロ と学齢者

の 急増期 に 規律 問題を起 こ す生徒 の た め の 特殊

学校 と い う形態で 開始 され た 。 その 意図は、就

学義務の 実効化 と逸脱 生徒 の 社会的脅威化 の 防

止 、 新移民 や社 会下層 の 子 弟 の ア メ リ カ 的同化

で あ り、 教育に よる市民育成で あ っ た 。 こ の 学

校 は 、 顕著 な教 育効果 も部分的 に見 られ た が、

伝統 的な教 育理 念 に基 づ く子 ど もの 教育可能性

へ の 信頼は 普遍化 され ず、規律維持の 手段 とし

て の 体罰 も解消 で きなか っ た 。 1910年代初め に

知能検査が 導入 され る よ うに なる と 、 規律 の 形

成 と維持の 困難 の 原 因 と し て の 精神薄弱 に対 す

る着 目が 科学的根拠 を獲得 した 。 公立学校側で

は、学業の 遅 れ は精神欠陥 だけ で な く境遇 や環

境 に よ っ て も生 じる こ と 、 そ してそ の 正確な診

断は 困難 な こ と 、 専 門の 教 師が 必要で あ る こ と

が 認識 され る もの の 、新 しい 形態 の教 育的処遇

は分離的で ある べ きこ と、よ り重度 の 精神薄弱

児 は 特殊学 級 に お ける 学校教育 の 対象外で 精神

薄弱者施設 対象で ある こ とも確信 され た の で あ

る （76　th　AR ，1912，　p．6−7）。

　 他方で 、 19世紀末 に は課程制学年別学校 の シ
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ス テ ム にお い て 発 生 した 多 数の 落第者 の な か

に 、 精神 薄弱 を始 め とす る 障害児が 存在す る こ

とが確認 され た 。 1910年代初め に学業不振児 に

対する知能検査が 行 われ、そ の 原 因 とし て 精神

薄弱が 同定 され た 。 こ うして こ の 時期にお い て 、

規律 維持 の 困難 と学業不振 は 、知能検査 の 導入

に よ り、精神薄弱にお い て 交差す る こ とにな っ

た 。 しか しなが ら こ の 知見 は 、教育的 ニ ーズ に

対応 した教育 的措置 に は必 ず し も結 び つ かず 、

多 くの 子 どもは、非区分 学校 や学業不振児学級

と称 され た 、
ニ ーズ の 異なる 機 関 に措置 され る

こ とで dumping が 生 じ た の で ある。公 立 学校教

育 の 周縁 に お か れ て い た 子 ど もが 、 教育の ニ
ー

ズが 異 な る に もか か わ らず特殊学級 に措置 され

た こ とは 、表 2 の 工907年の 項 目 で 示唆 さ れ る 。

1907 年設 置 の て ん か ん 学級 の 生 徒 数 の 減 少 は

1914 −15年度 に は 11名 に 回復 す る の で あ るが 、

元来 の 対象で あ る て んか ん 児 は 4 名 に 過 ぎず、

残 りの 7名は 、国外 か ら移住 して きた ば か りの

行 動 ・学 業 の 面 で 問 題 に な っ た 生 徒 （the

unclassified ）で あ っ たか らで あ る （Mitchell ，

P．13）。

　 しか し こ の 背景 に は 、 人 口増 ＝ 学齢者増 、資

金難 、学校 ・教室 の 不足、教 育環境 の 悪化等 も

無視 で きな い
。 その 困難 を象徴 的に示 唆す る の

は 、登録者割合 の 漸増 に対 応 して い な い 通年通

学者 の 割合の 停滞で ある （表 4 ）。 人口増 に 伴 う

学齢人 ロ 増 、 学校 と教室 の 増 設 と教員 数 の 増

員、　よ り個別 的な対応の 必 要 に対 し て 、教員一

人 当た り担当児数 の 増加 、教 員 の 質量 の 問題 、

社会的 ・衛生 的環境 の劣化等 の 必要 に もか か わ

らず 財 源難 に よ り改 善 ・
対応 は 困難 で あ っ た

し、ク リ
ー

ブ ラ ン ド市教育委員会 に は 、 他 に も

財源 を割か な けれ ば な ら な い 政策課題 が山積 し

て い た の で あ る 。

註

1 ） こ の 問題 意識 は ，岡ら に よ る つ ぎの論文 と共

　有す る ．岡典子 ・佐 々 木順 二
・
木 村素子 ・趙 源

　逸 ・米 田宏樹 ・中村満紀男 （2006＞20世紀 ア メ リ

　カ合衆国の 公立 学校特殊学 級 にお ける統合 と排

　 除 の 両義的展開 とイ ン ク ル ーシ ブ 教育 の 源泉
一

　序説 ．心身障害 学研究，30，p，113−127．

2 ） た とえば 1869年 ，
ボ ス ト ン に 公 立学校制度内

　最初 の 通学 制聾学校が創設 さ れ る が ，そ の 創設

　の 趣 旨は
， 州 内 に 設置 され て 間もな い 寄宿制聾

　学校 1 校 （ク ラーク校）で は代替 で きな い 量 的な

　教育需要 へ の 対 応、通学制 と 口話法 の 唱導 で あ っ

　た ．こ れ に 対 し て ，同 じ系譜 の 聾学校で も，中

　西部 の シ カ ゴ （1875年創設 〉お よ び ク リ
ープ ラ ン

　 ド（1893年創設）の 通 学制聾学校 は州立聾学校で

　 は充足 で きな い 聾児 の 教育需要 へ の 対応 を創設

　趣旨と しなが ら、創設時の 言語指導法は手話法

　を採用 し て い た （シ カ ゴ 校に つ い て は 木村参照），

3 ）Merrill （1916），　 p．68．な お ，文部省 が大 正 9

　（1919）年 2 月 に刊行 した 「時局 に関する教育資

　料」第 29 輯の ほ ぼ半分 の 量 は，ク リ
ー

ブ ラ ン ド

　 の 学校調査 の 翻訳 に 充 て ら れ て い る ．

4 ）な お 時期に よ っ て ，特殊学校 ・学級の 種類は

　異な っ た．こ れ らの 夏期学校 もあ っ た．

5 ）身体的 また は 精神的無能力 ゆえ の 公 立学校 か

　 ら の 排 除 に つ い て ，断片 的 な資料はあ る．怠学

　担 当官報告に は ，怠学者 の うち で 精神的 また は

　身体 的 に 資格 が な い こ とが判明 し た 数 と し て 13

　人 をあげて い る ．また ，精神薄弱者施設へ の 引

　き渡 しが 1人ある （68　th　AR ，1904，　p．92）。 なお、

　表 6 の 5 人 の 就学免 除者 も参照 ．

6 ）ク リ ーブ ラ ン ド公立学校 は，初等課程 が 8 学

　年，ハ イ ・ス ク
ー

ル 課程が 4 年だ っ た ．14歳 と

　い う義務教 育終 了年齢 を考 えれば，非区分学校

　の対象児は ，グ ラ マ ー
ス ク ー

ル 段 階が 中心 で あ

　 っ た と思われ る．

7 ）照会様式は 以 下 の 通 りで あ る （53 「dAR
，1893，

　P．101＞．

表 7　 ク リ
ー

ブ ラ ン ド公 立 学校登 録生徒数

初 　等　 課 　程 ハ イ　 ス ク
ー

ル 課程 師範学校

学年 1 2 3 4 5 6 7 8 1234

1893− 949422 八 7123688159904594350922081787987586361308 ？

1894− 959976 人 71037 ユ856890555213922289119121338 　 734441340231

59th　Annual　Report，1895，　p．35．
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20世紀 初 頭米 国 ク リ
ー

ブ ラ ン ド公立学校 に お け る 問題行動か ら学業不振 ・精神薄弱へ の 分化過程

親 の 氏名 と住所

付託報告書

　　 生徒氏名

学校名

年齢

日付

　こ の 付託 を行 う教師 は、つ ぎの 質問 に対す る 回答 を

添付 して くだ さ い 。

／．学校 内外 で の 生 徒 の 行状 は 全体に良好で す か 、悪

　 い で す か、普通で す か。
2 ．あなた が 訴 え て い る 不品行 に つ い て 生徒の親に 連

　 絡 し ま した か。も し連絡 を した な ら 、親の 答 え は ど

　 の よ うなもの で した か 。

3，こ の 問題 を親 に連 絡 す る前に どの よ うな処置 を と

　 りました か 。
4 ．あ な た は、こ の 生 徒 を矯 正 困難 と 考え ます か、そ

　 れ と も実際 に コ ン ト ロ
ー

ル で きな い と考 え ま す か 。

5 ．登下校中 に お ける 生 徒 の 行 状 に 対 して 、こ れ まで

　 申 し立 て を し た こ とが あります か 。もし した こ とが

　 あ る な ら、そ の 申 し立 て は ど の よ うな も の で し た

　 か 。

　　　　　　　 　　 特記事項

6 ．生 徒 が 現在付託 され て い る の は 、
ど の よ うな 違 反

　 で す か。（特 記 して くだ さ い ）
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Differentiation into Backwardness and  Feeble-mindedness of  Incorrigibility

   in the Cleveland  Public Schools in the Beginning of  the 20th Century

Makio  NAKAMURA

    In the Cleveland public schools  in the beginning of  twentieth  century,  the process of
differentiation into backwardness  and  feeble-mindedness of  inconigibility was  examined.

    The pub]ic school  for delmquent chi1dren  established  by  the Cleveland Board of  Education
intended to be more  effective  Compulsory Law, to prevent from their social  threatening, and  to

be
 
their

 Americanization. At the beginning of  the 1910s, the inteiligence testing united  feeble-
mindedness

 as both causes  of  delinquency and  backwardness.  However, this finding had not

always
 provided these  children  with  the educational  setting  corresponded  to their educational

needs,

    In this background, there  were  rapid  increase of  the scheol  population, the shortage  of  the

schools  and  the classrooms  due to lack funds, and  the  aggravation  of  the  educational

environment  and  so  on  in the Cleveland public schools.

KeyWords:feeble-minded,
 delinquency,  Cleveland public schools,  intelligence testing,

beginning of  the twentieth century
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